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目的・趣旨 

マダニはウイルス、細菌、原虫など様々な病原体を媒介するため、多くの感染症研究

分野で研究対象となっている。マダニに由来する細胞はマダニ媒介性病原体の分離や

その性状解析にとって有用な実験ツールである。しかしながら、本邦を含めたアジア地域

に優占するチマダニ属マダニの細胞が開発されていないことが、研究遂行の大きなボトル

ネックとなっている。本研究では、フタトゲチマダニなどの国内の重要チマダニ属マダニ種

の細胞作出を目的とした。マダニ初代培養細胞の作出時に、化合物や人工基質を培地

に添加することで、マダニ細胞の高増殖化を試みた。 

研究経過の 
概  要 

【マダニ細胞材料】 
実験室マダニ維持株（フタトゲチマダニ、キチマダニ、ヤマアラシチマダニ）および野外

採集株（フタトゲチマダニ、タカサゴチマダニ）を実験に用いた。雌成ダニをウサギに吸血

させ、飽血マダニを得た。25 度のインキュベーター内で飼育し、産卵させた。発育卵を経

時的に観察し、産卵後約 21 日後に卵塊を回収し、細胞作出材料とした。 
【マダニ初代培養細胞の調整】 

マダニ卵塊の表面を滅菌したのちに、ハンドホモジェナイザーを用いて乳剤を作製し

た。ハンクス平衡塩類溶液を用いて複数回の洗浄し、卵殻構成物等を除去した。L-15 培

地をベースとした培養液中に、抗真菌剤、抗生物質、ビタミン類を添加し、マダニ乳剤を

懸濁した。初代培養細胞は、28 度または 32 度で静置し、増殖をモニタリングした。 
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研究成果の 
概  要 

【マダニ細胞増殖モニタリング】 
 マダニのアクチンタンパク質をコードする遺伝子の保存領域にプライマーを設計し、そ

の遺伝子発現を RT-PCR 系により評価した。また、株化マダニ細胞では、増殖に従って

培地の pH が低下することが報告されている。RT-PCR による活性評価に加えて、培地

の pH を測定した。 
【高増殖化マダニ細胞の作出試験】 
 マダニの高増殖化を目的に、①染色体の分裂阻害剤の添加、②人工基質の添加、とい

う２つ方法を試みた。 
① 染色体の分裂阻害剤の添加実験 

 これまでに開発され広く用いられている株化マダニ細胞では染色体の異数性が観察さ

れている。本実験では、上述のマダニ初代培養細胞の作成時に、染色体分配を阻害す

ることが知られている 2 種の化合物を複数の濃度で添加し、マダニ細胞の増殖をモニタリ

ングした。その結果、化合物１添加群では非添加群と比べて遺伝子発現強度に有意な差

はみられなかった。一方、化合物２添加群では、添加濃度が高いロットほど、遺伝子発現

強度が高い傾向にあった。培地の pH 変化については、全ての群間で有意な差は得られ

なかった。 
② 人工基質の添加試験 

 マダニ細胞は、接着系と浮遊系の多様な細胞種が混じり合った形で増殖することが報

告されている。また、細胞濃度が低い状態では、容易に細胞死につながることが観察され

ている。そこでヒト人工多能性幹細胞（iPS 細胞）のフィーダーフリー培養などにも有効性

が示されているハイドロゲルの人

工基質を培地に添加して、上述

の手法でマダニ初代培養細胞を

作出した（図１）。RT-PCR 系によ

る遺伝子発現解析、培地の pH
測定の両方で、人工基質の添加

群と非添加群の間に有意な差は

みられなかった。 
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